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 講師の西林先生は、生徒の活動を中心とした授業を組み

てることで生徒の英語力を向上させています。特にペアワー

クとグループワークを重視され、４技能をバランスよく高める

活動と４技能の重なりを利用する活動の指導方法を示してく

ださいました。 

 

 カルタを活用した活動では、その学習効果だけではなく、

指導上注意しなくてはならないポイントや、さらに力をつける

工夫についてお話してくださいました。例えば、グループ間に

よる時間差をなくす方法、ただカルタをとるのではなくスピー

キングを交えた方法、苦手な生徒が目立たない方法など、

です。 

 

 理論研修であることも踏まえ、ペアワークやグループワーク

の効果について科学的な根拠も示してくださったので、より深

く学ぶことができました。 

西林先生は、「ペアワークの活動プロセス、それぞれの段

階の意義やねらいを教師がしっかり意識することで、生徒た

ちは活動に対して不安を感じることなく、自ら意欲的に活動

に取り組むようになる」と強調されていました。 

 

  英語教師が関心を持っている教科書の扱い方と

Visualizing（聞いた英語をイラスト化し、そこからスピーキング

やライティングにリンクさせる活動）について提案していただき

ました。また参加者どうしが生徒役となり実際にペアワーク方

法を模擬体験しました。 
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